
《発行》令和７年１１月／大嶋・奥津嶋神社氏子総代

創祀1900年を前に
ー大嶋・奥津嶋神社の歴史を辿るー

１２月の予定（行事案内）
・１２月４日 （木曜日） 月例祭 百々神社 午前１０時より祈祷受付開始
・１２月初旬 神符案内配布 各町氏子総代よりご案内させていただきます
・１２月２１日（日曜日） しめ縄づくり 各町氏子様のご協力をお願いしします
・１２月３１日（火曜日） 大祓祭（２２時～） 歳旦祭（翌１日０時～）
各町氏子さまには年末にかけて、いろいろとお願いすることが多くありますが、
何卒ご協力のほど、よろしくお願いします。

大嶋奥津嶋神社ホームページ インスタグラム

お気に入り登録・フォローをお願いします

私たちの氏神さまである「大嶋・奥津嶋神社」は、2031年に創祀
1900年という大きな節目を迎えます。この機会に、神社のはじま
りと歴史的な位置づけについてご紹介します。

【古代に遡る創祀の物語】
当社の創祀は、今から約1900年前、第13代成務天皇の御代（西暦

131年頃）にさかのぼると伝えられています。
当時の忠臣・武内宿禰（たけのうちのすくね）が勅命を受け、この地に神を祀ったのが始まり
です。武内宿禰は五代の天皇に仕えた伝説的な人物で、長寿と忠誠の象徴として語り継がれて
きました。

【武内宿禰と長命寺の伝承】
近隣の長命寺には、武内宿禰にまつわる逸話が残されています。景行天皇の時代、宿禰がこ

の地で柳の木に「寿命長遠諸願成就」と彫り、長寿を祈願したといいます。その後、推古天皇
の御代に聖徳太子がこの地を訪れ、宿禰の刻んだ文字に深く感銘を受けられました。太子は十
一面観音を彫って安置され、これが長命寺の創建につながったとされています。武内宿禰の信
仰は、この地に深く根を下ろし、時代を超えて受け継がれてきたのです。

【国家に認められた格式ある神社】
当社は平安時代に編纂された法典『延喜式』にもその名が記されており、「式内社（しきな

いしゃ）」として格式ある神社に数えられてきました。中でも「名神大社（みょうじんたい
しゃ）」は、霊験あらたかで国家的にも篤く崇敬された特別な存在です。当社の「奥津嶋神
社」はその名神大社に列せられており、古くから地域を超えた崇敬を集めてきました。

【受け継がれる歴史と信仰】
このように、大嶋・奥津嶋神社は長い歴史の中で地域とともに歩み、時代の変化を乗り越え

てきました。これから先も神社の在り方は変わっていくかもしれませんが、私たちの足元に
脈々と流れるこの歴史と信仰の重みは、変わらず大切にしていきたいものです。
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